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匝瑳市行政改革推進委員会　会議録 

 日　時 令和７年９月３０日（火）　午後１時３０分～午後２時２０分
 場　所 匝瑳市役所議会棟第２委員会室
 出席者 委　員：穴澤久男委員、佐久間三喜男委員、熱田康雄委員、新井佳余子委員、 

林武雄委員、鈴木幸一委員、淺川大輔委員、齋藤正樹委員 
市　：宮内康幸市長 

（事務局）総務課　 
山﨑利男課長、齋藤拓也主査、久保田潤副主査、 
多田真一郎主任主事 
財政課 
石橋直紀主査

 市長 
あいさつ

本日、匝瑳市行政改革推進委員会を開催いたしましたところ、皆様方には、

大変御多忙中にもかかわらず、御出席を頂きまして、誠にありがとうございま

す。また、このたびの委員就任のお願いに対しましても快く御承諾を頂きまし

て、重ねて感謝を申し上げる次第でございます。 
さて、本委員会は、行財政改革の推進を図り、社会経済情勢の変化に対応し

た適正かつ効率的な市政を実現するために設置をいたしております。 
御承知の方もいらっしゃると思いますが、本市の令和７年度当初予算におき

ましては、財政調整基金の繰入金１７億円を計上し、予算を編成したところで

す。これにより財政調整基金の残高は、大幅に減少する見込みであり、今年度

の補正予算の財源の確保や来年度当初予算編成が困難になることが予想されて

います。また、今後、市民病院や消防庁舎の建て替え整備、また、東総地区ク

リーンセンター匝瑳中継施設など大規模な事業が控えておりまして、財政状況

が大変厳しくなる見込みです。 
このような状況を踏まえまして、現在、私をトップといたしまして、全庁的

に組織を拡大しました、財政健全化推進委員会において、財政健全化に向けた

取組を進めておるところであります。 
具体的には、令和８年度当初予算編成に向けた事業仕分けの実施、令和７年

度当初予算の執行抑制、歳入確保の強化、そして公共施設の統廃合に向けた検

討、この４つを財政健全化に向けた令和７年度の取組方針としております。 
本日の会議では、匝瑳市行政改革大綱に基づく、この間の行政改革の取組の

状況について、御報告をさせていただきます。委員の皆様から、忌憚のない御

意見を賜り、今後の市政運営に反映して参りたいと考えております。 
　結びに、皆様方の今後ますますの御活躍を御祈念申し上げまして、挨拶とさ

せていただきます。
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議　　事

（要 旨）

議題 

　（１）　匝瑳市行政改革推進委員会委員長及び副委員長の選任について 

（２）　第４次匝瑳市行政改革大綱（令和２年度～令和５年度）の取組結果

について 

（３）　第５次匝瑳市行政改革大綱の取組状況について 

　（４）　その他 

結果 

①　委員長に熱田康雄委員、副委員長に佐久間三喜男委員が選任された。 

会議録 

（１）　匝瑳市行政改革推進委員会委員長及び副委員長の選任について 

　　委員の互選により、委員長に熱田康雄委員、副委員長に佐久間三喜男委員

が選任された。 

 

（２）　第４次匝瑳市行政改革大綱（令和２年度～令和５年度）の取組結果

について 

　　第４次匝瑳市行政改革大綱（令和２年度～令和５年度）の取組結果につい

て、事務局（総務課）から説明を行った。 

 

（３）　第５次匝瑳市行政改革大綱の取組状況について 

　　第５次匝瑳市行政改革大綱の取組状況について、事務局（総務課及び財政

課）から説明を行った。 

＜主な質疑及び意見＞ 

委員Ａ 

　　現時点で明かせる範囲でよいので、匝瑳インターチェンジ周辺の開発はど

のような現状か。 

事務局 

　　商工観光課企業立地推進室を中心に取り組みを行っているが、今後のスケ

ジュールは、今年度中にインターチェンジ周辺の事業化を検討するパートナ

ーの公募及び選定を行い、来年度に農業振興地域の除外等の諸手続を行い、

令和９年度に産業用地の造成を行う予定である。 

委員Ａ 

　　企業や事業内容はどのような状況か。 

事務局 

　　パートナー企業や事業内容は、現在、公募及び選定中であるため、お示し

することができない状況である。 

委員Ａ 
　　匝瑳インターチェンジ周辺の開発は、今後の匝瑳市にとって、自主財源の

確保の観点等から非常に重要だと思うので、ぜひ進めていただきたい。 
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 宮内康幸市長 

　　貴重な御意見として伺うとともに、今後の成田空港の機能強化等のタイミ

ングを捉えて計画に遅れがないよう進めつつ、企業誘致についてもしっかり

進めていきたいと考えている。 

委員Ｂ 

　　資料９中のふるさと納税推進の効果額が１，２８９万円と記載されている

が、これの算出方法は。 

　　また、ふるさと納税で市外から入ってきた金額と、本来、本市に納税する

方が市外に寄附を行って出て行ってしまう金額があると思うが、これはどう

いった状況になっているか。 

事務局 

　　効果額については、令和６年度のふるさと納税額を前年度の納税額と比較

し、増加した額を効果額として記載している。 

　　また、ふるさと納税の制度として、ふるさと納税に要する経費を、寄附金

額の５０％以内に納めるという制限があるため、寄付額の半分が経費として

出て行くイメージとなる。 

事務局 

　　本来、本市に納税する方が市外に寄附を行った場合、本市に納税されるは

ずであったものが市外に流れることになるが、この流出分は７５％が地方交

付税により措置されており、全額が損失となるわけではない。全体的な収支

は、正確な数値は手元に資料がないためお示しできないが、令和６年度はプ

ラスであったと思う。 

委員Ｂ 

　　ふるさと納税と寄附金は同義という理解でよいか。 

事務局 

　　はい。 

委員Ｂ 

　　返礼品はどのくらいの登録があるのか。また、最も選択されている返礼品

は何か。 

事務局 

　　現在、約３００件の返礼品が登録されており、人気がある返礼品は、価格

の上昇による影響もあると思われるが、お米である。また、件数を基準とし

た場合は、鶏卵も人気である。 

　　ふるさと納税に関しては、前年度に委託業者の変更を行い、委託業者と共

に事業所等を訪問して返礼品の開拓を行う等して力を入れている。 

委員Ｂ 

　　財政基盤の確立の観点からも、是非とも頑張っていただきたい。 

委員Ｃ 

　　歳入に見合った歳出構造という話があったが、歳入を増やす取組として、

匝瑳インターチェンジ関係の他には何があるか。 

　　また、人口減少はやむを得ない部分があると思うが、これをいかに緩やか
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 にするかが大切であると考える。人口減少に対する取組はどういったものが

あるか。 

事務局 

　　第３次匝瑳市財政健全化計画において、歳入を増やす取組として、市税収

入の確保を掲げており、これを達成するために資料８の２２ページに記載さ

れている５つの取組を推進しているところである。今年度の財政健全化推進

委員会において、これらの取組を更に強化するよう委員長から指示があった

ことから、取組を一層強化して進めていきたい。 

事務局 

　　２番目のご質問であります人口減少を緩和させるための取組については、

企画課を中心として、匝瑳市への転入者に対する奨励金の交付、婚活の支援、

市内の空家を活用した空き家バンク等、地域の活性化に向けた取組を実施し

ている。 

委員Ｃ 

　　人口減少に対する取組の内容と結果について、今後の報告資料に含まれて

いるとよりよい報告となると思う。 

事務局 

　　今後の参考とさせていただく。 

　　また、先程の回答の補足として、地域おこし協力隊事業という取組も実施

しており、市外の方で匝瑳市の町興しに関心のある方を地域おこし協力隊員

に委嘱し、地域の活性化に向けた活動に取り組んでいただいている。 

委員Ｄ 

　　先程の市長の挨拶の中で、令和７年度予算の編成において財政調整基金を

１７億円取り崩したとのお話があったが、取り崩しの要因となった事業は何

か。 

事務局 

　　人件費及び物価の上昇といった要因に加えて、学校教育において児童生徒

に対して一人一台支給しているパソコンの更新年度であることも、取り崩し

の要因であると考えている。 

委員Ｄ 

　　令和８年度予算の編成においては、そういったパソコンの更新のような要

因は見込まれないと考えてよいか。 

事務局 

　　今のところは見込んでいない。 

委員Ｄ 

　　いずれにしても、経常収支比率９９．１％ということで非常に硬直な財政

運営となり厳しい部分があるかと思う。ありがとうございました。 

 

（４）　その他 

事務局から今後の流れについて説明があった。 

○今後の取組状況は各年度毎に委員会に報告し、公表を行う。 



- 5 - 

 ○令和７年度の取組状況は、令和８年度に報告予定。 

○市ホームページ及び広報そうさにより公表


